
平
成
２
２
年
度
船
橋
地
域
支
部
は
会

員
各
位
の
ご
支
援
ご
協
力
に
よ
っ
て

企
画
さ
れ
た
事
業
も
滞
り
な
く
終
わ
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
５
月
の
定
時
総

会
に
於
い
て
、
柳
沢
敏
勝
副
学
長
の
ご

臨
席
を
賜
り
、
大
学
の
現
況
に
つ
い
て

の
裏
話
（
女
子
学
生
の
活
躍
、
学
生
数
）

な
ど
に
つ
い
て
ご
講
演
を
頂
き
総
会
に

華
を
添
え
て
頂
き
ま
し
た
。
ま
た
恒
例

の
納
涼
パ
ー
テ
イ
を
鮒
忠
船
橋
店
で
行

い
、
各
自
持
ち
よ
り
の
景
品
で
福
引
会

を
や
っ
て
お
お
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。当

日
の
募
金
２
万
５
千
５
１
０
円
を

船
橋
市
『
善
意
の
花
園
』
に
寄
付
い
た

し
ま
し
た
。

ゴ
ル
フ
は
７
月
と
10
月
２
回
有
志
が

集
い
楽
し
い
大
会
を
行
い
ま
し
た
。

12
月
の
忘
年
会
は
東
魁
楼
で
行
っ
て
、

食
い
放
題
・
飲
み
放
題
カ
ラ
オ
ケ
で

満
喫
し
て
、
参
加
者
全
員
で
お
お
明
治

を
合
唱
し
て
解
散
，
そ
の
時
の
募
金

２
万
９
千
４
６
円
を
明
治
大
学
未
来
サ

ポ
ー
タ
ー
募
金
に
寄
付
い
た
し
ま
し
た
。

な
お
、
11
月
26
日
ふ
な
ば
し
市
民
公
開

講
座
と
し
て
中
央
公
民
館
に
お
い
て

明
治
大
学
マ
ン
ド
リ
ン
倶
楽
部
の
演
奏

会
が
行
わ
れ
、
会
員
多
数
が
懐
か
し
い

後
輩
の
奏
で
る
メ
ロ
デ
ー
を
堪
能
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。

（
中
央
公
民
館
マ
ン
ド
リ
ン
倶
楽
部

演
奏
会
会
場
前
に
て
）

平
成
23
年
度
の
新
し
い
事
業
事
業
と

し
て
、
親
睦
を
旨
と
し
た
旅
行
等
も
計

画
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

皆
様
か
ら
の
ア
イ
デ
ア
ー
を
お
待
ち
い

た
し
ま
す
。
ま
た
、
女
性
会
員
の
勧
誘

及
び
女
性
の
サ
ー
ク
ル
活
動
を
立
ち
上

げ
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
積
極
的
に
参

加
下
さ
い
ま
す
様
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。平

成
23
年
度
は
、
母
校
明
治
大
学
の

創
立
130
年
に
な
り
ま
す
、
大
学
で
は
、

11
月
1
日
に
記
念
式
典
・
11
月
3
日
に

全
国
校
友
東
京
大
会
を
開
催
す
る
こ
と

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
会
員
各
位
多
数

参
加
下
さ
い
ま
す
様
お
願
い
し
ま
す
。

末
筆
な
が
ら
、
船
橋
地
域
支
部
の
運

営
・
発
展
に
各
位
の
ご
支
援
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
．

◎

平
成
23
年
船
橋
市
市
会
議

次
の
方
々
が
当
支
部
会
員
か
ら
当

選
さ
れ
ま
し
た
。

４
月
21
日
投
票

敬
称
略

順
不
同

瀬
山

孝
一

Ｓ
36
年

政
経

齊
藤

誠

Ｈ
03
年

商

津
曲

俊
明

Ｈ
12
年

法

磯
部

尚
哉

Ｈ
13
年

農

◎
次
の
方
々
が
新
入
会
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
22
年
度
新
入
会
員

明
治
大
学
校
友
会
船
橋
地
域
支
部

（
敬
称
略

順
不
同
）

１

市
川

正
資

Ｓ
58
年
政
経

２

伊
藤

尊
久

Ｓ
34
年
商

３

伊
藤

康
久

Ｓ
54
年
文

４

岡
田

忠

Ｓ
40
年
商

５

谷
口

輝
幸

Ｓ
37
年
政
経

６

深
山

裕
司

Ｓ
36
年
経
営

７

山
口

政
廣

Ｓ
35
年
政
経

８

山
野
辺
辰
衛

Ｓ
51
年
工

９

吉
村

桂
晃

Ｓ
42
年
工

◎
本
年
度
の
主
な
行
事

○
主
な

明
治
大
学

本
部
行
事

23
年
度

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

10
月
16
日
（
日
）
駿
河
台
校
舎

Ｓ
36

46

56
Ｈ
3
・
13
年
の
方
々

明
大
130
周
年
記
念
式
典

11
月
1
日
駿
河
台
校
舎

○

船
橋
地
域
支
部

主
な
行
事

暑
気
払
い

８
月
23
日
（
日
）
市
内

忘
年
会

12
月
4
日
（
日
）
市
内

親
睦
ゴ
ル
フ
会

7
月
19
日
（
火
）

「
ム
ー
ン
レ
イ
クG

C

」

10
月
27
日
（
木
）

申
込
先

幹
事

溝
渕
・
穴
澤
ま
で

会
報
第
5
号
発
刊
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あ
た
り

支
部
長

堀
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好
夫
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第
４
６
回
全
国
校
友
や
永
田
大
会
は

平
成
２
２
年
９
月
４
日
（
土
）
５
日

（
日
）
の
両
日
明
治
大
学
創
立
者
宮
城

浩
蔵
先
生
出
身
地
山
形
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

４
日
午
後
３
時
よ
り
支
部
長
・
地
域
支

部
長
・
本
部
役
員
懇
談
会
を
山
形
グ
ラ

ン
ド
ホ
テ
ル
で
行
い
、
向
殿
校
友
会
長

の
『
明
治
は
一
つ
』
の
理
念
の
も
と
に

校
友
会
の
発
展
を
力
説
し
、
長
堀
大
学

理
事
長
は
、
１
３
０
年
か
ら
１
５
０
年

を
見
据
え
て
大
学
全
体
の
整
備
を
行
っ

て
ト
ッ
プ
ユ
ニ
バ
シ
テ
イ
ー
と
し
て
の

地
固
め
た
を
し
た
い
。
ま
た
納
谷
学
長

は
、
「
新
し
い
明
治
」
世
界
に
開
か
れ

た
大
学
と
し
て
確
た
る
地
位
を
築
い
て

ゆ
き
た
い
と
挨
拶
が
あ
っ
て
、
最
後
に

遠
藤
栄
次
郎
山
形
県
支
部
長
の
歓
迎
の

こ
と
ば
、
次
い
で
報
告
事
項
の
あ
と
、

日
高
憲
三
氏

（
経
営
企
画
担
当
常
勤

理
事
）
の
『
創
立
１
３
０
年
を
基
点
と

し
た
大
学
の
取
り
組
み
』
に
つ
い
て
講

演
が
あ
っ
て
会
議
終
了
。
午
後
６
時
か

ら
の
前
夜
祭
で
は
山
形
の
お
い
し
い
お

酒
・
ワ
イ
ン
に
、
地
元
の
綺
麗
ど
こ
ろ

の
祝
舞
に
花
笠
踊
り
、
和
太
鼓
で
酒
席

が
も
ろ
上
が
り
和
や
か
に
閉
会
い
た
し

ま
し
た
。

５
日
の
本
大
会
は
、
午
後
１
時
か
ら
山

形
県
民
大
ホ
ー
ル
に
全
国
か
ら
１
千
人

の
校
友
が
集
り
、
恒
例
の
大
会
旗
を
横

戸
了
氏
（
Ｈ
９
年
文
卒
ラ
グ
ビ
ー
部
Ｏ

Ｂ
）
が
壇
上
に
入
場
し
て
大
会
が
始
ま

り
、
遠
藤
栄
次
郎
山
形
県
支
部
長
が

『
宮
城
浩
蔵
先
生
の
生
誕
の
地
で
あ
る

こ
と
を
誇
り
に
持
ち
顕
彰
の
地
で
あ
る

山
形
で
大
会
が
開
催
さ
れ
る
喜
び
は
大

き
い
』
と
歓
迎
の
挨
拶
の
あ
と
、
大
学

関
係
者
の
言
葉
に
次
い
で
、
当
日
日
本

一
の
芋
煮
会
会
場
か
ら
駆
け
つ
け
た
吉

村
美
栄
子
山
形
県
知
事
の
県
物
産
の
Ｐ

Ｒ
を
ユ
ー
モ
ア
を
ま
じ
え
て
の
挨
拶
が

あ
り
、
山
形
市
長
・
天
道
市
長
か
ら
も

祝
辞
を
頂
い
て
式
典
が
終
わ
り
ま
し
た
。

記
念
講
演
は
、
加
来
耕
三
氏
に
よ
る

『
今
こ
そ
明
治
大
学
創
立
者
宮
城
浩
蔵

先
生
に
学
ぶ
』
と
題
し
て
、
「
そ
の
時

歴
史
は
動
い
た
」
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
交

え
て
、
歴
史
作
家
と
し
て
の
独
自
の
史

観
を
た
っ
ぷ
り
と
ユ
ー
モ
ア
ー
を
ま
じ

え
て
語
っ
た
。

懇
親
会
は
、
会
場
を
「
パ
レ
ス
グ
ラ

ン
デ
ー
ル
」
に
移
し
午
後
６
時
よ
り
羽

黒
山
の
山
伏
の
法
螺
貝
を
合
図
に
、
紅

花
の
笠
を
手
に
し
た
踊
り
で
始
ま
り
，

勇
壮
な
祝
い
太
鼓
で
祝
賀
会
の
ム
ー
ド

を
盛
り
上
げ
、
地
元
の
山
形
牛
・
日
本

酒
・
ワ
イ
ン
・
芋
煮
が
用
意
さ
れ
山
形

の
味
を
堪
能
し
た
、
最
後
は
参
加
者
全

員
が
輪
に
な
っ
て
（
オ
ー
オ
ー
明
治
の

大
合
昌
〕
で
閉
会
い
た
し
ま
し
た
。

卒

業

後

半

世
紀
振
り
、

第
六
回
ホ
ー

ム
カ
ミ
ン
グ

デ
ー
に
出
席

し
た
折
、
校
舎
の
変
貌
・
仲
間
の
半
世

紀
と
い
う
時
の
重
み
、
そ
の
間
の
そ
れ

ぞ
れ
の
生
き
様
が
映
さ
れ
て
い
る
様
に

見
れ
、
風
貌
で
は
当
時
を
偲
ぶ
事
も
出

来
な
か
っ
た
。

自
身
が
浦
島
太
郎
に
な
っ
た
思
い
で

し
た
。
学
生
時
代
の
こ
と
を
振
り
返
っ

て
み
る
と
、
雄
弁
部
の
活
動
の
こ
と
が

中
心
に
な
る
が
、
実
は
当
時
は
必
修
科

目
以
外
は
成
績
の
悪
い
科
目
の
単
位
は

自
分
で
落
と
せ
た
か
ら
成
績
表
は
成
績

の
良
い
科
目
だ
け
残
す
こ
と
が
出
来
、

社
会
に
出
る
に
は
都
合
が
良
か
っ
た
。

部
屋
は
岸
本
記
念
館
（
講
堂
）
の
四
階

に
、
下
は
校
友
会
事
務
室
と
な
っ
て
お

り
、
対
岸
は
主
婦
の
友
社
、
外
人
部
隊

の
婦
人
宿
舎
、
彼
女
達
の
着
替
え
が
目

の
保
養
と
な
る
場
所
で
あ
り
、
若
き
血

を
躍
ら
せ
た
も
の
で
す
。
幸
い
な
事
に

部
の
Ｏ
Ｂ
が
理
事
会
の
半
数
、
教
授
は

十
人
程
度
が
占
め
て
い
た
関
係
で
経
済

的
に
も
他
部
と
は
異
な
り
余
裕
が
あ
っ

た
。

講
堂
の
中
に
部
室
が
あ
っ
た
関
係
で
、

週
何
回
か
檀
上
で
の
練
習
、
屋
上
で
の

発
生
練
習
等
を
行
っ
た
。
そ
れ
は
、
や

は
り
し
っ
か
り
し
た
表
現
力
も
身
に
つ

け
、
良
い
説
得
力
を
学
び
た
い
の
思
い

が
強
く
働
き
、
研
鑽
が
求
め
ら
れ
、

悉
く
創
造
的
世
界
へ
と
、
自
分
の
表
現

力
の
向
上
へ
と
進
ん
で
い
た
。

又

大
学
建
学
の
精
神
（
権
利
、
自
由
、

独
立
、
自
治
）
の
指
針
に
従
っ
て
侃
侃

愕
愕
と
論
じ
な
が
ら
神
田
ス
ズ
ラ
ン
街

の
「
万
世
軒
」
「
ノ
ン
キ
」
か
で
安
酒

を
飲
み
な
が
ら
成
長
で
き
た
。

「
全
国
校
友
山
形
大
会
に

参
加
し
て
」

支
部
長

堀
越

好
夫

『
私
が
歩
い
た
部
』

木
村

喜
久
雄

昭

二
八
卒



こ
の
度
の
「
東

日
本
大
震
災
」
は
、

我
々
に
何
を
考
え

さ
せ
よ
う
と
し
て

い
る
の
か
。
１
０
０
０
年
に
１
度
の
災

難
と
云
わ
れ
る
が
、
私
の
田
舎
も
岩
手

県
で
や
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。

中
で
も
人
災
と
云
え
る
「
東
京
電
力
・

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
」
は
、

人
類
の
飽
く
な
き
欲
望
を
戒
め
る
見
返

り
で
あ
る
と
思
う
。

今
、
世
界
は
未
だ
か
っ
て
な
い
ス
ピ
ー

ド
で
進
化
し
て
い
る
。

こ
の
世
に
世
紀
が
刻
ま
れ
て
か
ら
2001
年
。

1955
年
に
始
ま
る
パ
ソ
コ
ン
の
一
般
社
会

に
普
及
し
始
め
た
以
降
、
20
世
紀
に
も

わ
た
っ
て
築
き
上
げ
て
き
た
人
類
社
会

の
生
活
や
習
慣
が
、
こ
の
16
年
間
で
あ
っ

と
い
う
間
に
変
革
し
て
し
ま
っ
た
。

し
か
も
、
人
類
社
会
の
欲
望
は
留
ま

る
事
を
知
ら
な
い
。

進
化
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
強
力
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
必
要
と
す
る
事
は
明
白
で
あ
る
。

人
類
は
何
処
ま
で
進
化
す
れ
ば
満
足
す

る
の
だ
ろ
う
か
。
し
か
も
、
進
化
し
た

分
の
跳
ね
返
り
の
リ
ス
ク
を
背
負
っ
て

ま
で
。
早
い
話
「
南
ア
ル
プ
ス
の
ど
真

ん
中
を
ぶ
ち
抜
い
て
、
30
分
で
名
古
屋

に
行
く
必
要
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
」

こ
れ
を
実
現
す
る
に
は
、
そ
れ
相
応
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
必
要
と
す
る
。

電
気
も
現
在
の
発
電
量
で
は
賄
え
ず
、

さ
ら
な
る
強
力
な
発
電
所
の
増
設
が
必

要
と
な
る
。
世
界
中
で
こ
の
様
な
競
争

を
激
化
さ
せ
る
と
し
た
ら
、
一
体
こ
の

地
球
は
ど
う
な
っ
て
し
ま
う
の
か
。
恐

ろ
し
い
事
で
あ
る
。

掛
替
え
の
無
い
地
球
を
人
類
の
飽
く
な

き
欲
望
が
破
壊
し
て
し
ま
う
の
だ
。

「
こ
の
地
球
を
永
遠
に
残
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
の
大
儀
に
立
っ
た
時
、

我
々
人
類
飯
山
満
町
こ
の
辺
り
で
一
服

し
、
ス
ピ
ー
ド
を
緩
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
で
は
な
い
か
。

人
類
の
欲
望
が
進
み
す
ぎ
て
、
一
つ
し

か
な
い
地
球
を
壊
さ
な
い
た
め
に
。

何
か
世
界
に
向
け
て
、
啓
蒙
運
動
を

始
め
て
み
た
い
と
思
う
が
如
何
な
も
の

だ
ろ
う
か
。
（
了
）

東
海
道
新
幹
線
の
開
通
と
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
に
象
徴
さ
れ
る
高
度

経
済
成
長
期
の
軌
道
に
乗
っ
た
頃
、
明

治
大
学
に
職
員
と
し
て
奉
職
し
、
あ
っ

と
い
う
間
に
45
年
の
歳
月
が
過
ぎ
ま
し

た
。
大
学
で
は
、
学
生
会
館
が
会
館
し
、

工
学
部
が
駿
河
台
校
舎
か
ら
生
田
校
舎

へ
移
転
し
た
時
で
し
た
。

当
時
は
、
各
大
学
で
改
革
を
訴
え
た

学
生
に
よ
る
大
学
紛
争
が
起
こ
り
、
学

生
に
よ
る
学
費
値
上
げ
反
対
、
学
校
封

鎖
、
ロ
ッ
ク
ア
ウ
ト
等
全
国
の
大
学
が

騒
然
と
し
て
い
た
時
期
で
も
あ
り
ま
し

た
。教

職
員
の
給
料
を
駿
河
台
か
ら
生
田

校
舎
へ
現
金
輸
送
し
た
こ
と
や
、
大
学

入
学
試
験
の
受
験
料
を
現
金
で
受
け
取
っ

て
い
た
こ
と
が
懐
か
し
く
思
わ
れ
ま
す
。

そ
し
て
、
昭
和
50
年
代
初
期
は
、
共

通
一
次
試
験
の
実
施
や
、
成
田
空
港
の

開
港
等
日
本
は
大
き
く
飛
躍
し
、
世
界

で
も
上
位
の
経
済
大
国
へ
と
発
展
し
て

行
き
ま
し
た
。
こ
の
学
園
紛
争
や
50
年

代
半
ば
に
挙
行
さ
れ
た
明
治
大
学
創
立

１
０
０
周
年
記
念
式
典
等
は
最
も
心
に

残
る
こ
と
の
一
つ
で
す
。

輪
転
機
か
ら
リ
ソ
グ
ラ
フ
へ
、
そ
し

て
湿
式
複
写
機
、
電
子
コ
ピ
ー
機
か
ら

現
在
の
コ
ピ
ー
機
へ
と
事
務
機
器
の
発

展
は
目
覚
し
く
、
遂
に
パ
ソ
コ
ン
に
突

入
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
ガ
リ
版
で
印

刷
し
た
こ
と
や
、
ソ
ロ
バ
ン
・
謄
写
版

な
ど
使
っ
て
い
た
こ
と
が
、
つ
い
こ
の

間
の
こ
と
の
よ
う
な
気
が
し
て
な
り
ま

せ
ん
。
在
職
中
、
す
く
ば
か
ら
ず
町
会

の
行
事
に
協
力
し
て
い
た
私
は
、
定
年

後
も
地
域
の
た
め
に
奉
仕
す
る
決
意
を

し
、
現
在
は
、
二
子
町
西
町
会
の
会
長

と
し
て
日
々
奮
闘
し
て
い
ま
す
。

情
報
社
会
と
は
言
へ
、
市
役
所
か
ら

頻
繁
に
書
類
が
到
着
し
て
い
ま
す
。

一
戸
建
て
と
マ
ン
シ
ョ
ン
が
混
在
す

る
当
町
会
で
は
、
住
民
の
出
入
り
を
把

握
す
る
こ
と
が
大
変
な
作
業
と
な
り
ま

す
。
子
供
達
の
登
下
校
を
見
守
る
ス
ク
ー

ル
ガ
ー
ド
に
始
ま
り
、
町
内
の
清
掃
や

公
園
の
清
掃
管
理
そ
し
て
夜
間
は
防
犯

パ
ト
ロ
ー
ル
と
忙
し
い
毎
日
を
送
っ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
16
の
町
会
で
結
成
し
た
「
本

中
山
地
区
自
治
会
町
会
連
合
会
」
に
加

盟
し
、
諸
行
事
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

新
春
懇
親
会
や
忘
年
会
、
定
期
総
会
、

総
合
防
災
訓
練
、
合
同
敬
老
会
、
防
犯

パ
ト
ロ
ー
ル
、
健
康
フ
ェ
ス
テ
バ
ル

（
運
動
会
）
や
執
行
部
会
議
、
理
事
会

の
開
催
に
伴
い
、
防
犯
部
・
防
災
部
・

環
境
部
の
委
員
会
等
数
多
く
の
会
合
を

重
ね
て
い
ま
す
。
行
事
の
遂
行
に
あ
た

り
、
体
育
指
導
員
、
防
犯
指
導
員
、
青

少
年
相
談
員
、
民
生
委
員
に
加
え
、
地

元
消
防
団
員
も
協
力
し
、
行
事
を
運
営

し
て
い
ま
す
。

学
校
行
事
や
公
民
館
行
事
、
地
元
商

店
会
、
神
社
も
催
し
も
の
に
も
積
極
的

に
参
加
し
、
住
民
同
志
仲
良
く
、
犯
罪

の
な
い
明
る
い
地
域
に
す
る
こ
と
が
我
々

の
目
標
で
す
。

「
皆
に
訴
え
る
」

東
日
本
大
震
災
に
思
う

田
村

泰
一
四

二
年
政

経
卒

船
橋
市
国
際
交
流
協
会
会
長

懐
か
し
い
思
い
出
と

定
年
後
の
町
会
活
動

布
留
川

邦
夫

幹
事
長

42
年
政
経
卒



昨

年

６

月

、

明

治

大

学

校

友
会

向
殿
会

長

か

ら

全

国

の

支

部

長

・

地
域
支
部
長
へ
「
Ｉ
Ｔ
担
当
の
選
任
と

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
に
つ
い
て
」
の
通

達
が
あ
り
ま
し
た
。
船
橋
地
域
支
部
も
、

「
組
織
活
性
化
の
趣
旨
」
に
賛
同
し
、

そ
の
方
向
で
準
備
を
進
め
て
、
平
成
２

２
年

１
０
月
９
日
よ
り
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
「
明
治
大
学
船
橋
地
域
支
部
」
を
立

ち
上
げ
、
現
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
母
校
明
治

大
学
の
現
況
や
校
友
会
組
織
の
縦
横
の

連
携
、
さ
ら
に
船
橋
地
域
支
部
の
会
員

相
互
の
情
報
交
換
を
通
じ
て
親
睦
を
深

め
る
役
割
を
意
識
し
て
作
成
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
こ
れ
は
、
担
当
者
が
一
人

で
作
成
す
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
地

域
支
部
に
所
属
す
る
全
員
で
作
成
し
て

い
く
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
が
、
当
支

部
で
は
ま
さ
に
支
部
長
を
始
め
役
員
な

ど
多
く
の
メ
ン
バ
ー
が
作
成
に
参
加
し

て
い
ま
す
。

し
か
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
存
在
自

体
を
知
ら
せ
す
る
機
会
は
、
こ
れ
ま
で

は
支
部
行
事
の
参
加
者
に
限
ら
れ
て
い

ま
し
た
の
で
、
こ
れ
を
機
会
に
是
非
、

全
会
員
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
頂
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
船
橋

地
域
支
部
の
情
報
交
換
の
輪
を
さ
ら
に

広
げ
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
見
方
は
、
「
Ｇ
ｏ
ｏ

ｇ
ｌ
ｅ
」
な
ど
の
サ
ー
チ
エ
ン
ジ
ン
で

「
明
治
大
学
校
友
会
船
橋
」
と
入
力
し
、

検
索
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
「
お
気

に
入
り
」
へ
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

私
は
、
平
成
２
２
年
４
月
船
橋
市
民

大
学
い
き
い
き
学
部
陶
芸
学
科
へ
入
学

し
ま
し
た
。

応
募
の
動
機
は
、
以
前
か
ら
陶
磁
器
に

興
味
を
持
ち
毎
日
使
う
愛
着
の
あ
る
器

に
、
ぐ
い
呑
み
や
皿
・
茶
碗
・
徳
利
等

に
お
酒
を
注
い
だ
り
、
料
理
を
盛
る
の

が
楽
し
み
に
な
る
と
思
い
始
め
ま
し
た
。

船
橋
市
民
大
学
の
沿
革
を
申
し
上
げ
ま

す
と
昭
和
５
８
年
４
月
老
人
大
学
と
し

て
発
足
し
、
平
成
１
６
年
４
月
市
民
大

学
に
名
称
変
更
さ
れ
、
以
来
２
８
年
の

歴
史
が
あ
り
卒
業
生
７
千
名
を
輩
出
し

て
お
り
ま
す
。

市
民
大
学
は
、
二
つ
の
学
部
で
構
成
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

「
ま
ち
づ
く
り
学
部
」
は
、
授
業
を
通

し
て
学
ん
だ
知
識
・
技
術
を
も
と
に
、

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
積
極
的
な
地
域

社
会
活
動
へ
参
加
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

リ
ー
ダ
ー
の
育
成
を
目
指
し
て
お
り
ま

す
。

「
い
き
い
き
学
部
」
は
、
講
義
と
実
践

に
よ
る
学
習
活
動
や
ク
ラ
ス
会
で
の
活

動
を
通
し
て
楽
し
い
学
生
生
活
を
送
り

な
が
ら
、
高
齢
者
の
「
生
き
が
い
づ
く

り
・
仲
間
づ
く
り
」
を
目
指
し
て
お
り

ま
す
。

私
の
所
属
す
る
陶
芸
学
科
は
、
初
心
者

を
対
象
に
毎
週
月
曜
日
午
前
１
０
時
か

ら
１
２
時
ま
で
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
男
・
女
計
２
４
名
が
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
に
基
づ
き
、
先
生
と
ル
ー
ム
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
の
指
導
・
実
践
に
よ
り
行
っ

て
お
り
ま
す
。

具
体
的
な
陶
器
作
り
の
完
成
ま
で
の
手

順
と
し
て
、
作
品
イ
メ
ー
ジ
を
考
え
る
・

道
具
を
そ
ろ
え
る
・
土
を
練
る
・
成
形

す
る
・
半
乾
燥
・
仕
上
げ
・
完
全
に
乾

燥
さ
せ
る
・
電
気
窯
で
素
焼
き
（
約
８

０
０
度
）
・
下
絵
付
・
施
釉
・
本
焼
き

（
約
１
，
３
０
０
度
）
・
完
成
ま
で
か

な
り
の
工
程
と
時
間
が
か
か
り
ま
す
。

（
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー

船
橋
市
東
町
）

完
成
し
た
オ
ン
リ
ー

ワ
ン
作
品
の
数
々

は
、
ど
れ
も
愛
着
を
感
じ
る
も
の
ば
か

り
で
あ
り
、
だ
か
ら
こ
そ
生
活
の
中
で

使
っ
て
み
た
く
な
る
想
い
に
な
り
ま
す
。

今
年
の
３
月
卒
業
と
な
り
ま
し
た
が
、

陶
芸
の
始
め
て
キ
ャ
リ
ア
浅
い
の
で
も
っ

と
続
け
た
い
と
思
っ
て
い
た
ら
、
明
治

大
学
先
輩
か
ら
「
ル
ー
ム
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

を
や
っ
て
く
れ
」
と
依
頼
さ
れ
平
成
２

３
年
４
月
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
引
受

け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

市
民
大
学
の
お
陰
で
、
明
治
大
学
船
橋

地
域
支
部
新
規
会
員
２
名
を
新
た
に
増

や
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

オ
ン
リ

ー

ワ

ン

穴

澤

豊

治

43
年

政
経
卒

船
橋
地
域
支
部

副
幹
事
長

「
明
治
大
学
校
友
会
船
橋
地
域
支
部

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
に
つ
い
て

担
当

古
村
斉
茂

38
年

工
卒


